看護連絡会議　議事録　　　　　　　　　千葉C.O.O印

実施日　　平成21年8月3日（月）　　　　　　　　　　　　　　（第17回）

時　間　　14:00～16:00                                       司会者: 東　和弘
場　所　　病院2F会議室                                      記録者: 下舘　静香
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＜グループ活動報告＞

東病棟：・人事関係：藤原香織が1日に入院、7日に退院。現在自宅安静で14日から復帰予定。
・事故報告：6日、畑中成夫様のシャワー浴退室時のテレビ破損。

・東病棟のマットレス干し（17日初日で開始～）→天候不順のため1日のみ実施。

西病棟：・スタッフ：濱谷　香桜理　7/28　10時診察→4週間病欠延長
佐々木　正憲　7/28　11時～診察・面談→病欠
上野　ゆかり　7/22～1ヶ月病欠

・事故報告：8/8　大橋　照子様（自己服薬の患者様朝食後薬未服用）
8/8　三浦　由紀様（外出中に夕に朝食後薬を服用）
北病棟：・疎遠家族：緊急連絡、外出泊・面会状況、1年疎遠者の面談、葉書を出している
南病棟：・業務判定提出：8/5　竹内NS

・スタッフ：横町真希子・・8/16～時短解除、日勤のみ、遅番B少しなら可能
石岡啓子・・8/16～日勤のみ、土日祝公休指定（同居母の介護の為、遅番B少しなら可能）

外　来：・外来14日から16日まで盆休み

・青風荘診察→8/22(土)から隔週に診察（今までＡ・Ｂで毎週）

通　所：・作業療法実習生受け入れ：8/17～10/3　岩手ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学院　高橋知輝
計画書提出。症例：清水泰雅様　担当：下舘
＜予定看護事業議事について＞

・行動制限

ミトンが身体拘束として扱われるのか
○日本精神科学会…短期使用→拘束にはならない　　長期使用→拘束とする
○拘束ではなく固定と称する病院もある

○時間を決めての使用にしてはどうか

隔離基準にミトンの使用について加筆修正する必要がある。最終決定をどこ

でどのように行っていくのかを確認の上、作業を進めていく。

上半期で基準手順書を完成させ、下半期ではケア基準に則って実施できている

かどうか確認作業を進めていく予定としている。

＜報告事項＞

・疎遠家族について
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下に、8月現在の調査結果を添付。各病棟、管理の徹底と、患者様への外出・泊の促しをお願いします。

・避難訓練について

8月7日（金）青南病院での避難訓練実施。

○非常ベルの復旧方法について、スタッフが誰も知らなかった。→確認の必要あり

○電子錠は、非常ベルとともに全て開錠されると思っていたが、開錠される場所とされない場所があった。実際の災害時の避難誘導の際に支障を来たす為、確認の必要あり。

○患者様が非常ベルを押した為、実際に消化ポンプが作動する場面があった。ポンプの接続不具合により、東病棟Dユニットと、合併症室の間の扉外に水が噴出す事があった。定期的に動作について確認しなければ、災害時にポンプが使用できない恐れもある。

・薬安全管理に向けての改善の一案

○東病棟より～薬カートの整理について

与薬の間違いの生じるときは、ｽﾀｯﾌ自身の勘違いや確認ミスなどのソフト面の要因が大きいが、同時にハード面のシステム全体も検討する必要があると言われている。現在の与薬カートは「7×4列の28個タイプ」であり、各病棟の毎週火曜日の薬セットの段階においても次週の火曜日分は、その日（火曜日）の眠前薬が終了しなければ、セットできない現状である。次週火曜日の1日分は火曜日朝薬スペースに1日分を詰め込んで、眠前薬終了後の夜勤帯でセットする体制となっている。1日分を同じスペースに詰め込んでしまう、夜勤でその薬をセットするなど、煩雑な現状である。

与薬カートの「8×4列の32個タイプ」にすれば、その日の火曜日の薬を移動させ、水曜日から次週の火曜日分までの1週間分を、火曜日のセット時点でセット完了し確認することができるため、煩雑さがなくなり薬セット段階での間違いリスクは少なくなると考える。

→7列で実際に事故があったのか？8列に変更する事で解消される事故は何？

→火曜日が２つできることで、逆に事故が発生するのではないか心配。

→川端Dr．からは、カートに蓋がつかないのか、当日分の蓋だけが開けられればいいのではないかと指摘あり。指摘事項と検討内容に食い違いがあるのではないか。

→東病棟では7列と8列の使い方をしているが、統一していくことは考えていないのか？

＜連絡事項＞

・検査伝票について

薬局より～緊急の検査の際に、伝票の記載内容に間違いあり、対応に困る事がありました。伝票の記載内容は、間違いのないように記入お願いします。

また、伝票についているバーコードのシールを貼ってもらえるよう、周知徹底をお願いします。

＜佐藤AOMより＞

・身だしなみチェックについて

結果のまとめを参考に、各部署スタッフへの指導をお願いします。

・破損、修理伝票について

破損・修理伝票を提出する際は、経過欄に詳細を記載するように心がけてください。詳細について記載できないということは、十分に管理を行っていなかったということの現われです。管理意識を持って、伝票作成にあたること。

